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２ ０ 病 第 ８ 号 の １

平成２０年３月２７日

各 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー 所 長 様

各 農業協 同組 合長 （営 農担 当者 ）様

各 病 害 虫 調 査 協 力 員 様

各 農 業 関 係 機 関 長 ・ 団 体 長 様

京都 府病 害虫 防除 所長

（ 公 印 省 略）

病 害虫 発生 予察 情報 につい て

下 記のと おり 発表 しま した ので 送付 しま す。

病害虫発生予報第２号（４月）

予報の概要

作物 名 病 害 虫 名 予 想 発 生 量

＜ 平年 比 (前 年比 )＞

果 樹 カ キク ダアザ ミウ マ（ カキ ） 並 (並 )

黒 斑病 （ナシ ） 並 (やや 多 )

チ ャ も ち病 並 (並 )

チ ャノ ホソガ 山城 多 (やや 多 )

丹波 や や多 (やや 多 )

カ ンザ ワハダ ニ 山城 並 （や や少 ）

丹波 や や多 （や や多 ）

野 菜 コ ナガ （ ｷｬﾍ ﾞﾂ､ﾊ ｸｻｲ等 ） 並 (やや 少 )

菌 核病 （キャ ベツ ） 多 (多 )

※ 平年 とは過 去 1 0年の 平均 であ る。
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Ⅰ 用語の定義

１ 半旬の とり 方

第 1半 旬 第 2半 旬 第 3半 旬 第 4半 旬 第 5半旬 第 6半旬

各 月の 1～ 5 6～ 1 0 11～ 15 16～ 20 21～ 25 2 6～最 終

日 日 日 日 日 日

－－ －病 害虫 の発 生程 度と 広が りの 両面を 加味 した もの をい う。２ 発生量

－－ －原 則と して 過去 10か 年の 平均 とする 。３ 平年値

デ ータ が 10年に 満た ない 場合 は例年 値と する 。

４ 平年値 との 比較

１ ）時期

平 年並 平 年値 を中 心と して 前後 ２日 以内

や や早 い 平 年値 より ３～ ５日 早い

や や遅 い 平 年値 より ３～ ５日 遅い

早 い 平 年値 より ６日 以上 早い

遅 い 平 年値 より ６日 以上 遅い

２ ）量（ 発生 量、 発生 面積 等）

平 年並 平 年値 並の 発生 で 10年間 に４ 回は発 生す る程 度の 普通 の量

や や多 い ｢平年 並 ｣よ り発 生が 多く 、 10年間に ２回 程度 の頻 度で 発生 する 量

や や少 ない ｢平年 並 ｣よ り発 生が 少な く、 10年間 に２ 回程 度の 頻度 で発 生す る

量

多 い ｢やや 多い ｣より 多く 、 10年間 に１回 程度 しか 発生 しな い量

少 ない ｢やや 少ない ｣よ り少 なく 、 10年間に １回 程度 しか 発生 しな い量

－ 農薬 の使用 にあ たっ ては 使用 基準 を遵 守す るこ と－
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Ⅱ 近畿地方１か月予報

（３月２２日から４月２１日までの天候見通し）

平 成２ ０年 ３月 ２１ 日

大 阪 管 区 気 象 台 発 表

＜予 想され る向 こう １か 月の 天候 ＞

向 こう１ か月 の出 現の 可能 性が 最も 大き い天 候と特 徴の ある 気温 、降 水量 等の 確率 は

以下 のとお りで す。

天 気は数 日の 周期 で変 わる でし ょう 。平 年と 同様に 晴れ の日 が多 い見 込み です 。

向 こう１ か月 の気 温は 平年 並ま たは 高い 確率 ともに ４０ ％で す。 週別 の気 温は 、１ 週

目は 高い確 率５ ０％ です 。

＜ 向こ う１ か月 の気 温、 降水 量、 日照 時間の 各階 級の 確率 （％ ）＞

低 い（少 ない ） 平年 並 高い （多 い）

気 温 ２ ０ ４ ０ ４０

降 水量 ４ ０ ３ ０ ３０

日 照時 間 ３ ０ ３ ０ ４０

※注意

大阪管 区気 象台 から 発表 され る天 候の １か 月予報 の表 現が 、平 成１ ８年 ９月

２ ５日以 降変 わり まし た。

これま で病 害虫 発生 予察 の一 つ根 拠と して いた天 候の １か 月予 報の 表現 と整

「向 こう合 性をと るた め、 病害 虫防 除所 では 上記 の天 候の１ か月 予報 の表 現を

１ か月の 気温 は平 年並 また は高 く、 降水 量、 日照時 間は 平年 並と 予想 され てい

と しま した 。る 。」
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Ⅲ お知らせ

※残留農薬基準等のポジティブリスト制度導入に伴う農薬適正使用の徹底

について

平成 １８ 年５ 月 2 9日よ り食 品衛 生法 に基 づくポ ジテ ィブ リス ト制 度が 導入 され 、

いまま で残 留基 準値 が定 めら れて いな かっ た農薬 成分 と農 作物 の組 み合 わせ にも 、

新たに 国際 基準 等を 参考 とし て暫 定的 な基 準値が 設定 され ると とも に、 参考 とな

る基準 がな い場 合に は一 律基 準（ 人の 健康 を損な うお それ のな い量 ； 0. 01pp m）が

適用さ れ、 基準 値を 超え て農 薬が 残留 する 食品（ 農産 物等 ）の 流通 が禁 止と なり

ました 。

この ため 、農 薬の 適正 使用 はも ちろ んの こと、 周り のほ 場の 作物 へ農 薬が 飛散

（ドリ フト ）し ない よう に十 分注 意し てく ださい 。

また 、水 田に おい て農 薬を 使用 する とき は農薬 のラ ベル に記 載さ れて いる 止水

に関す る注 意事 項等 を確 認す ると とも に、 止水期 間を １週 間程 度と し、 止水 期間

の農薬 の流 出を 防止 する ため に必 要な 水管 理や畦 畔整 備等 の措 置を 講じ るよ う努

めてく ださ い。
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Ⅳ 予報本文

イネ

１ 苗立枯 病

発 生生態 及び 防除 上注 意す べき 事項

（ １）病 原菌 の多 くは 土壌 生息 菌で ある 。山 土や水 田土 壌等 を使 用す る場 合は 、床 土

のｐ Ｈを ４． ５～ ５． ０に 調整 し、 は種 前に粉 剤の 床土 混和 を必 ず行 う。

（ ２）低 温多 湿に 経過 する とピ シウ ム属 菌、 高温多 湿（ 特に 出芽 時） では リゾ ープ ス

属菌 によ る苗 立枯 病が 発生 しや すく なる 。育苗 中の 温度 管理 に注 意し 、出 芽後 は

１０ ～３ ０℃ の範 囲で 管理 する 。特 に、 トンネ ル育 苗で は外 気の 影響 を受 けや す

いの で、 日中 の高 温や 夜間 の低 温に 注意 する。

（ ３）出 芽後 はこ まめ に観 察し 、カ ビを 認め れば直 ちに 薬剤 防除 する 。菌 の種 類に よ

り効 果の ある 薬剤 が異 なる ので 注意 する 。

２ もみ枯 細菌 病（ 苗腐 敗症 ）

発 生生態 及び 防除 上注 意す べき 事項

（ １）病 原細 菌は 種子 伝染 する ため 、塩 水選 ともみ 枯細 菌病 に登 録の ある 農薬 を用 い

た種 子消 毒を 必ず 実施 する 。

（ ２）出 芽時 の温 度は ３０ ℃を 基準 とす る。 ただし 、加 温し ない 育苗 は１ ０～ ３０ ℃

の範 囲で 管理 する 。

（ ３）発 病苗 を植 付け ると 本田 で腐 敗し 、欠 株とな るの で、 発病 した 苗箱 の苗 は使 用

せず 処分 する 。

３ 苗いも ち

発 生生態 及び 防除 上注 意す べき 事項

（ １）種 子伝 染が いも ち病 の主 要な 伝染 経路 の一つ であ るた め、 健全 な種 子を 用い 、

塩水 選と 種子 消毒 を必 ず行 う。

（ ２）前 年の 稲わ ら、 もみ がら は有 力な 伝染 源とな るの で、 育苗 場所 の周 辺に は置 か

ない よう にす る。

種子消 毒に つい て

・平成 １６ 、１ ７年 に が 一部 地域 で確 認さ れた 。耐 性Ｍ ＢＩ －Ｄ 剤耐 性い もち病 菌

菌の頻 度低 下と 拡大 防止 のた め、 健全 な種 子を用 い塩 水選 と を 必ず 行う 。種 子消 毒

ＭＢ Ｉ－ Ｄ剤 ：カ ルプ ロパ ミド （商 品名： ウィ ンな ど） 、ジ クロ シメ ット

（商 品名 ：デ ラウ スな ど） 、フ ェノ キサニ ル（ 商品 名： アチ ーブ など ）

・温湯 消毒 を行 う場 合は 必ず 乾籾 を用 い、 処理温 度と 時間 を厳 守す ると とも に、 処

理後は 速や かに 水で 冷却 し、 直ぐ に浸 種・ 催芽を 行う 。ま た各 機種 の使 用上 の注 意

事項を 遵守 する 。
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ムギ

１ 赤かび 病

発 生生態 及び 防除 上注 意す べき 事項

（ １）開 花期 から ２週 間以 内に 雨が 多い と発 病が多 くな る。 開花 は出 穂期 から およ そ

１週 間後 であ る。 防除 最適 期は 開花 初期 ～開花 最盛 期で あり 、防 除を 徹底 する 。

（ ２）六 条大 麦は 特に 発生 しや すい 。

（ ３）ほ 場の 水は けが 悪い と生 育・ 出穂 が不 揃いと なり 、防 除効 果が 低下 しや すい の

で、 出穂 前に ほ場 の排 水を 良く する 。

（ ４）赤 かび 病菌 は人 畜に 作用 性の 強い カビ 毒をつ くる 。

果樹

１ カキク ダア ザミ ウマ （カ キ）

発 生 量 ：平 年並 （前 年並 ）予 報内容

予 報の根 拠

（ １）前 年秋 期の 被害 果率 は平 年並 。

（ ２）向 こう １か 月の 気温 は平 年並 また は高 く（＋ ）、 降水 量、 日照 時間 は平 年並 と

予 想さ れて いる 。

発 生生態 及び 防除 上注 意す べき 事項

（ １）４ 月下 旬頃 に越 冬場 所か ら新 芽に 移っ て、展 開後 ２～ ３日 以内 の若 葉に 寄生 す

る。

（ ２）越 冬後 の成 虫は 、展 葉５ ～６ 枚の 頃に 若葉に 飛来 が多 くな り、 この 頃が 防除 適

期と なる 。産 卵に より 葉が 巻き 始め ると 防除効 果が 低下 する 。

２ 黒斑病 （ナ シ）

発生 量： 平年 並（ 前年 比や や多 い）予 報内容

予 報の根 拠

（ １）越 冬罹 病枝 率は 平年 並。

（ ２）向 こう １か 月の 気温 は平 年並 また は高 く（＋ ）、 降水 量、 日照 時間 は平 年並 と

予想 され てい る。

発 生生態 及び 防除 上注 意す べき 事項

（ １）気 温が 高く 、降 雨日 数が 多い 年は 多発 しやす い。

（ ２）受 粉直 後か ら新 芽伸 長期 にか けて の防 除が重 要で ある 。
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チャ

１ もち病

発 生 量 ：平 年並 （前 年並 ）予 報内容

防除 時期 ：萌 芽～ １葉 期

予 報の根 拠

（ １）前 年秋 期の 発生 量は 平年 並。

（ ２）向 こう １か 月の 気温 は平 年並 また は高 く、降 水量 、日 照時 間は 平年 並と 予想 さ

れて いる 。

発 生生態 及び 防除 上注 意す べき 事項

（ １）越 冬芽 に付 着し た胞 子が ３月 下旬 頃か ら発芽 し始 め、 新芽 の生 育に つれ て若 葉

に感 染す る。

（ ２）雨 が多 く、 じめ じめ した 天候 が続 くと 多発す る。

（ ３）昨 年、 秋期 に多 発し た園 では 注意 する 。

２ チャノ ホソ ガ

発 生 量 ：山 城 平年 比多 い（ 前年比 やや 多い ）予 報内容

丹 波 平年 比や や多 い（前 年比 やや 多い ）

防除 時期 ：２ 葉期

予 報の根 拠

（ １）前 年秋 期の 発生 量は 、山 城で 平年 比多 く（＋ ）、 丹波 で平 年比 やや 多い （＋ ）。

（ ２）向 こう １か 月の 気温 は平 年並 また は高 く、降 水量 、日 照時 間は 平年 並と 予想 さ

れて いる 。

発 生生態 及び 防除 上注 意す べき 事項

（ １）蛹 で越 冬後 、４ 月上 旬～ ５月 上旬 に成 虫が羽 化し 、新 芽に 産卵 する 。気 温が 高

いと 発生 が早 くな る。

（ ２）ふ 化し た幼 虫は 若葉 裏面 の表 皮下 に食 入し、 成長 する と葉 を三 角形 に巻 く。

（ ３）秋 整枝 をし なか った 園や 自然 仕立 て園 では発 生し やす い。

（ ４）巻 葉内 に堆 積し た虫 糞に より 製茶 品質 が低下 する ので 、摘 採近 くに なっ て巻 葉

を生 じた 場合 は速 やか に摘 採す る。 なお 、摘採 が遅 くな る園 では 、幼 虫の 発生 に

十分 注意 する 。

３ カンザ ワハ ダニ

発生 量： 山城 平 年並 （前 年比 やや少 ない ）予 報内容

丹波 平 年比 やや 多い （前年 比や や多 い）

予 報の根 拠

（ １）３ 月下 旬の 調査 では 、発 生量 は山 城で 平年比 やや 少な く（ －） 、丹 波で 平年 並。

（ ２）向 こう １か 月の 気温 は平 年並 また は高 く（＋ ）、 降水 量、 日照 時間 は平 年並 と

予想 され てい る。
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発 生生態 及び 防除 上注 意す べき 事項

（ １）気 温が 上昇 し、 暖か い晴 れた 日が 続く と、急 速に 増殖 する 。

（ ２）こ の時 期の 防除 は重 要で ある が、 必ず 萌芽前 に行 う。

４ ミカン トゲ コナ ジラ ミ

ミカ ント ゲコナ ジラ ミは、 平成 １６年 ８月 に京都 府で 、国内 で初 めてチ ャへ の寄生 が

確認さ れ（ 平成１ ７年 ６月１ ４日 付け京 都府 発生予 察特 殊報） 、分 布の拡 大が 懸念さ れ

ている 。本 年３月 の巡 回調査 では 、山城 です すが認 めら れたほ 場も あった 。

発生 生態 及び防 除上 注意す べき 事項

（１ ）成 虫の発 生時 期

年に ４回発 生し 、越冬 世代 は４月 下旬 ～５月 中旬 に発生 する と予測 され る。

（２ ）対 策

農薬 による 防除 適期は 若齢 幼虫期 であ り、１ 回目 の防除 適期 は６月 頃（ 越冬世 代

成 虫の 飛翔が 落ち ついた 頃） と予測 され るので 、こ の時期 に防 除する 。成 虫発生 期

の 散布 では密 度抑 制効果 はほ とんど 期待 できな い。

（３ ）登 録のあ る薬 剤

・ ハチ ハチ乳 剤（ 1,000倍 、摘 採 14日 前まで ／ 1回 ）

・ アプ ロード 水和 剤（ 1 ,000倍 、摘採 14日前 まで ／ 2回 以内）

・ アプ ロード エー スフロ アブ ル（ 1 ,000倍 、摘採 14日前 まで ／１回 ）

野菜

１ コナガ （キ ャベ ツ、 ハク サイ 等）

発生 量： 平年 並（ 前年 比や や少 ない）予 報内容

予 報の根 拠

（ １）３ 月下 旬の 調査 では 、発 生を 認め なか った（ 平年 並） 。

（ ２）向 こう １か 月の 気温 は平 年並 また は高 く（＋ ）、 降水 量は 平年 並と 予想 され て

いる 。

発 生生態 及び 防除 上注 意す べき 事項

（ １）雨 が多 いと 発生 が抑 制さ れる 傾向 があ る。

２ 菌核病 （キ ャベ ツ）

発生 量： 平年 比多 い（ 前年 比多 い）予 報内容

予 報の根 拠

（ １）３ 月下 旬の 調査 では 、発 生量 は平 年比 多い（ ＋） 。

（ ２）向 こう １か 月の 気温 は平 年並 また は高 く、降 水量 、日 照時 間は 平年 並と 予想 さ

れて いる 。
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発 生生態 及び 防除 上注 意す べき 事項

（ １）春 に発 生が 多く 、適 温は ２０ ℃前 後、 曇雨天 が続 いた 時に 発生 しや すく なる 。

（ ２）発 生終 期に 菌核 が形 成さ れ土 中に 落ち 、次の 伝染 源と なる 。菌 核は 土壌 中で ２

～３ 年間 生き 残る 。

３ トマト 黄化 葉巻 病

ト マト黄 化葉 巻ウ イル ス（ TYLC V： T omat o Y ellow Le af Curl Vi rus） の感 染に よ

り引 き起こ され る病 気で ある 。平 成１ ７年 １２ 月に府 南部 の抑 制栽 培ト マト で発 生が 確

認さ れた。

最 近では 、平 成２ ０年 １月 に発 生を 確認 して おり、 今後 とも 注意 が必 要で ある 。

発 生生態 及び 防除 上注 意す べき 事項

トマ ト黄 化葉 巻病 の発 生・ 拡大 を防 ぐた めには 、「 トマ ト黄 化葉 巻ウ イル スの

伝染環 を絶 つ」 こと が重 要で ある 。そ のた めには 、防 虫ネ ット や黄 色粘 着ロ ール

及び農 薬等 を組 み合 わせ た「 総合 的害 虫管 理」が 有効 とな る。

防 除対策 の基 本事 項

・ 施設内 にウ イル ス・ コナ ジラ ミを 「入 れな い」。

・ 施設内 ・施 設周 辺の コナ ジラ ミを 「増 やさ ない」 。

・ 施設内 から コナ ジラ ミを 施設 外に 「出 さな い」。

（ １）タ バコ コナ ジラ ミ類 を介 して 伝染 する ので、 発生 状況 に注 意す る。

（ ２）苗 を購 入す る時 は、 コナ ジラ ミ類 が寄 生して いな いか 、先 端部 の葉 が黄 色く

なっ て表 側が 巻い てい ない かを 確認 し、 健全な 苗を 植え 付け る。

（ ３）発 病し た株 につ いて は抜 き取 り、 袋に 入れて 密封 して 枯死 させ るか 土中 に埋

めて 処分 する 。

（ ４）野 良生 えト マト も重 要な 伝染 源と なる ので、 自生 した トマ トは 除去 する 。

（ ５）開 口部 （サ イド 、出 入口 、天 窓等 ）す べてを ０． ４㎜ 目合 いの 防虫 ネッ トで

被覆 する 。出 入口 は２ 重に 被覆 する 。

（ ６）黄 色粘 着ロ ール をハ ウス 周囲 及び 開口 部に展 張す る。

（ ７）近 紫外 線カ ット フィ ルム を使 用す る。

（ ８）コ ナジ ラミ 類に 対す る発 生初 期の 防除 を徹底 する 。薬 剤で 防除 する 場合 は、

葉裏 まで てい ねい に散 布す る。

（ ９）同 一系 統の 薬剤 の連 用は 薬剤 感受 性の 低下に つな がる ため 、ロ ーテ ーシ ョン

防除 を実 施す る。

（ 10）天 敵や 微生 物農 薬を 有効 利用 する 。

（ 11）ラ ノー テー プを 使用 する 場合 は、 定植 直後か ら使 用す る。

（ 12）黄 色粘 着板 を吊 り下 げて 、コ ナジ ラミ 類の発 生を 把握 する 。

４ タバコ コナ ジラ ミ類

タバコ コナ ジラ ミ類 は世 界中 に分 布し 、多 くのバ イオ タイ プ（ 形態 的な 区別 が難

し く、遺 伝的 、生 物学 的に 異な る系 統） が存 在する 。国 内で は在 来系 統（ バイ オタ



- 10 -

イ プＪｐ Ｌ） 、バ イオ タイ プＢ （従 来の シル バーリ ーフ コナ ジラ ミ） 、バ イオ タイ

プ Ｑが確 認さ れて いる 。

農業総 合研 究所 と病 害虫 防除 所が 行っ たコ ナジラ ミ類 分布 調査 では 、タ バコ コナ

ジ ラミ類 は京 都府 全域 に発 生し てい るこ とが 判った 。平 成１ ７年 には バイ オタ イプ

Ｑ が府内 で初 めて 山城 で確 認さ れ、 平成 １８ 年には 綾部 市ま で発 生地 域が 拡大 した 。

タバコ コナ ジラ ミ類 は、 夏以 降発 生が 増加 し、ま た、 薬剤 感受 性が 低く 難防 除害

虫 といわ れて いる こと から 、総 合的 な防 除対 策（ト マト 黄化 葉巻 病参 照の こと ）が

必 要であ る。

５ 野菜苗 の害 虫類 （ハ モグ リバ エ類 、ア ザミ ウマ類 、コ ナジ ラミ 類）

購入苗 の使 用に 当た って は、 害虫 が寄 生し ていな いこ とを 確認 する 。な お、 ハモ グ

リ バエ類 、ア ザミ ウマ 類、 コナ ジラ ミ類 など 、微小 なも のが 多い ので 注意 する 。

※ 病害 虫防 除に つ いて は、 病害 虫防 除所 ・ 最寄 りの 農業 改良 普 及セ ンタ ー又 は農 協

に ご相 談く ださ い 。

詳し い農 薬情 報は 、農林 水産 省ホ －ム ペ－ ジの 「農 薬コ －ナ －」 をご覧 下さ い。

ホ ーム ペー ジアド レス h ttp: //ww w.maf f.go .jp/ nouy aku/



- 11 -

農 業改 良普 及セ ンタ ー 電話 番号 一覧

・ 京都 乙訓 農 業改 良普 及セ ンタ ー ０７ ５－ ３１ ５－ ２９ ０６

・ 山 城 北 農 業改 良普 及セ ンタ ー ０７ ７４ －６ ２－ ８６ ８６

・ 山 城 南 農 業改 良普 及セ ンタ ー ０７ ７４ －７ ２－ ０２ ３７

・ 南 丹 農 業改 良普 及セ ンタ ー ０７ ７１ －６ ２－ ０６ ６５

・ 中 丹 東 農 業改 良普 及セ ンタ ー ０７ ７３ －４ ２－ ２２ ５５

・ 中 丹 西 農 業改 良普 及セ ンタ ー ０７ ７３ －２ ２－ ４９ ０１

・ 丹 後 農 業改 良普 及セ ンタ ー ０７ ７２ －６ ２－ ４３ ０８

農作 物病 害虫 情報 サ－ ビス

・ テ レ ホ ン サ ー ビ ス

０ ７７ １－ ２３ －６４ ４２

・ ホー ムペ ージ アド レス

http ://w ww.p ref. kyoto .jp/ byog ai/

京都府病害虫防除所

〒 6 21－ 0806京都 府亀岡 市余 部町 和久 成９

TEL 0771 -23- 9512

FAX 0771 -23- 6539


